
◎保険業法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律 
（平成三〇年三月三一日法律第一〇号）   

一、提案理由（平成三〇年三月二三日・衆議院財務金融委員会） 

○麻生国務大臣 ただいま議題となりました保険業法等の一部を改正する法律の一部を

改正する法律案につきまして、提案の理由及びその内容を御説明させていただきます。 

 少額短期保険制度につきましては、平成十七年の保険業法改正により導入をされたと

ころです。その際、従前から事業を行っていた者に対する激変緩和として、引受け可能

な保険金額の上限を緩和する特例措置が設けられております。 

 本法律案は、平成二十九年度末に期限が到来する特例措置について、その適用を受け

る保険契約が依然として相当数存在していることから、保険契約者等への影響を踏ま

え、五年間期限を延長するものであります。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようよろしくお願いを申し上げま

す。 

二、衆議院財務金融委員長報告（平成三〇年三月二七日） 

○小里泰弘君 ただいま議題となりました法律案につきまして、財務金融委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、平成三十年三月三十一日に期限が到来する特定保険業者であった少額短期保

険業者等が引受け可能な保険金額に関する特例措置について、保険契約者等への影響を

踏まえ、五年間期限を延長するものであります。 

 本案は、第百九十五回国会に提出され、昨年十二月七日当委員会に付託され、継続審

査に付されていたものであります。 

 今国会におきまして、去る三月二十三日、麻生国務大臣から提案理由の説明を聴取し

た後、質疑に入り、質疑を終局いたしました。次いで、採決いたしましたところ、本案

は全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院財政金融委員長報告（平成三〇年三月三〇日） 

○長谷川岳君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、委員会における審査

の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、保険業法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律案は、平成二十九年度

末に期限が到来する少額短期保険業者に関する特例措置について、その期限を五年間延

長するものであります。 

 委員会におきましては、少額短期保険業制度の現状、少額短期保険業者に対する規制

の在り方等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終了し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの



と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 


